
高校教育改革の推進について

－少子化に対応した特色ある高校教育と再編整備－

群馬県教育委員会では、社会の大きな変化

や少子化の進行を踏まえ、本県の教育水準の

維持・向上を図り、これからの時代を切り拓

いていくことのできる人材を育成するため、

高校教育改革推進計画（計画期間：平成24年度

～令和３年度）を策定し、高校教育改革を推進

しています。

データ 生徒急減と公立高校の小規模化

本県の中学校卒業者数は、平成元年をピーク

に、以後大幅に減少してきています。これに伴

って、公立高校全日制の１学年学級数は、平成

元年度に５０６学級、１校平均約７学級であっ

たのが、現在は３０１学級、１校平均4.7学級

と、公立高校の小規模化が進んできています。

今後、中学校卒業者数は一段と減少し、令和

１６年には１万３千人程度となる見込みであり、

公立高校の更なる縮小が課題となっています。

これらを踏まえ、高校教育改革推進計画では、

特色ある高校教育と県立高校の再編整備を推進

することとしています。

【高校教育の質的充実】

主な取組

○ 授業改善の組織的推進
群馬県高校生ステップアップサポート事業（課題解決型授業の推進、研修推進コーディネーターの設置 等）

群馬県高校生Gアッププロジェクト（大学入試改革を踏まえた指導方法や評価方法等の研究 等）

○ 国際理解教育の充実
学校への外国語指導助手（ALT）配置、高校生国際交流促進事業（海外研修の推進 等）

○ キャリア教育の充実
Gワークチャレンジ（インターンシップ推進）、次代を担う職業人材育成事業（熟練技能者による指導 等）

○ 生徒健全育成の推進・教育相談体制の充実
SNSに頼らない人間関係づくりを目指した生徒主体の活動の推進

スクールカウンセラー全校配置

○ 入学者選抜制度の改革

１ 特色ある高校教育の推進

学力の向上 学ぶ意欲態度を育成す 豊かな心と健やかな体
る教育の充実 の育成

学校の組織力と教職員 高等教育機関、地域や 信頼される学校づくり
の資質向上 産業界等との連携 の推進

公立高校全日制学校数及び１学年学級数の推移

平成元年度 令和２年度

学 校 数 73校 64校
１学年学級数 506学級 301学級
(１校平均) (6.9学級) (4.7学級)

群馬県教育委員会
高校教育課

令和２年４月

(令和元年度学校基本調査等による)

中学校卒業者・見込者数の推移



主な取組

○ 地区別再編整備

（H30開校） （H30開校） （R3開校予定） （R3開校予定）

○ 学科・コース等の改編 沼女（H25）、伊勢崎（H27）、藤岡中央（H27）、吉井（H27）、

富実（H27）、大泉（H28）、館女（H28）、高工[定]（H29）、桐女（H30）、桐工（H31）、前商（Ｒ２）

○ 学級減の実施 H24

公立高校全日制募集定員(学級数) 339 学級 (-38)

ピックアップ

地区別再編整備

富岡・甘楽、吾妻、桐生・みどりの３地区では、中学校卒業見込者数の減少が著しいこ

とから、公立高校の在り方について、地元関係者との懇談会や検討会を重ね、子どもたち

のためにより良い教育環境を目指し、それぞれ再編整備計画を策定しました。

学級減の今後の見通し

本県の中学校卒業者数は、平成３０

年から県内全ての地区で大きく減少

し、大幅な学級減を連続的に行って

いく必要があります。公立高校全日

制募集定員については、令和３年度

までで、１０～１１学級減を予定し

ています。

具体的な対応については、本県の

教育水準の維持・向上を図る観点か

ら、全県的・長期的視野に立って検

討・実施してまいります。

＊令和3年度の各地区の学級数は、高校教育改革推進計画の予定数であり、今後の状況の変化により変更する可能性があります｡

インフォメーション

調べる － 群馬県ホームページをご覧ください

高校教育改革推進計画 http://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001276.html

群馬県のハイスクールガイド http://www.cms.gsn.ed.jp/nc/hsg/htdocs/

２ 県立高校の再編整備

【学校規模の適正化】

・１学年当たり４～８学級（１学級40人を標準）を適正規模とし、統合を推進
（統合が適当でない場合は、学級減や１学級定員の引下げを検討）

・統合の検討に当たっては、地域住民や学校関係者等との懇談会等を開催

【学校・学科等の適正な配置】

・県内を８地区に分けて、学校・学科等の適正な配置を検討
・全県的な視野に立って、各地区に一定規模の中核となる学校の配置を推進

【男女共学の推進】

・高校教育改革に関わる再編整備に併せて男女共学を推進

吾妻地区富岡・甘楽地区 桐生・みどり地区

中之条高校 吾妻高校富岡高校 富岡東高校 桐生高校 桐生女子高校 桐生南高校 桐生西高校

新高校｢富岡高校｣ 新高校｢吾妻中央高校｣ 新高校「桐生高校」 新高校「桐生清桜高校」
せいおう

Ｒ２ Ｒ3(予定)

301 学級 (-11程度) 290 学級程度

地区別中学校卒業見込者数と公立高校募集定員の予定

中学校卒業見込者数 公立高校募集定員(全日制)
地 区

R2.3 R3.3 (R2比) R2入学者 R3入学者＊

前橋 2,934 2,888 ( -46) 54 学級（９校） 54～ 51学級
伊勢崎・佐波 2,395 2,274 (-121) 31 学級（６校） 33～ 30学級
高崎・安中 4,049 3,969 (- 80) 57 学級（11校） 58～ 55学級
藤岡・多野・富岡・甘楽 1,159 1,158 ( -1) 24 学級（７校） 22～ 19学級
沼田・利根 719 637 ( -82) 18 学級（５校） 15～ 12学級
渋川・吾妻 1,445 1,305 (-140) 27 学級（７校） 22～ 19学級
太田・館林・邑楽 3,777 3,713 ( -64) 61 学級（12校） 64～ 61学級
桐生・みどり 1,383 1,263 (-120) 29 学級（７校） 27～ 24学級
県全体 17,861 17,207 (-654) 301 学級（64校） 290 学級程度


